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長
期
留
学
生
と
し
て
Ｕ
Ｎ

Ｌ
で
学
ん
だ
り
、
国
際
研
修

館
（
当
時
）
の
レ
ジ
デ
ン
ト

・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｒ
Ａ
）

と
し
て
留
学
生
ら
と
交
流
し

た
り
し
た
卒
業
生
に
、
Ｕ
Ｎ

Ｌ
交
流
30
周
年
に
当
た
り
コ

　
２
０
０
１
年
９
月
、
ネ
ブ
ラ
ス

カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校
に
遠
征
し

た
全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

（
18
人
参
加
）。
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
た
大
川
絢
子
さ
ん
（
現
姓
・

金
岡
・
平
14
経
済
）
と
、
大
石
理

絵
さ
ん
（
平
18
経
済
）
に
当
時
の

思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
大

石
さ
ん
は
現
在
、
米
Ｎ
Ｆ
Ｌ
「
ア

ト
ラ
ン
タ
・
フ
ァ
ル
コ
ン
ズ
」
で

プ
ロ
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
中
だ
。

　
大
川
さ
ん
は
「
Ｕ
Ｎ
Ｌ
の
ス
タ

ジ
ア
ム
で
、
ト
ロ
イ
ス
テ
イ
ト
大

学
（
ア
ラ
バ
マ
州
）
と
の
ア
メ
フ

ッ
ト
試
合
の
応
援
に
参
加
し
た
こ

と
が
一
番
の
思
い
出
。
試
合
前
に

私
た
ち
が
紹
介
さ
れ
巨
大
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
」。

ま
た
「
未
知
の
技
を
習
得
し
、
帰

国
後
、
大
会
で
の
演
技
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の

チ
ー
ム
作
り
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
当
時
１
年
次
生
だ
っ
た
大
石
さ

ん
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
。「
観
客
の
熱
気
、試
合
に

な
る
と
大
学
全
体
が
チ
ー
ム
カ
ラ

ー
の
赤
に
染
ま
る
光
景
…
…
す
べ

て
が
衝
撃
で
し
た
。
さ
ら
に
私
た

ち
を
笑
顔
で
歓
迎
し
て
く
れ
た
現

地
の
皆
さ
ん
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
に
も
感
動
し
ま
し
た
。
卒
業
し

て
本
場
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に

立
ち
た
い
と
決
意
し
た
の
は
、
ネ

ブ
ラ
ス
カ
で
の
強
烈
な
体
験
が
あ

っ
た
か
ら
」
と
振
り
返
っ
た
。

※
Ｎ
Ｆ
Ｌ

米
国
で
最
上
位
の
プ

ロ
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ

ー
グ

　
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
は
米
国
中
西
部
ネ
ブ

ラ
ス
カ
州
の
州
立
大
学
。
リ

ン
カ
ー
ン
市
は
学
園
都
市
と

し
て
の
性
格
が
強
い
。
大
学

創
立
は
本
学
よ
り
11
年
早
い

１
８
６
９
年
。
学
生
数
は
約

２
万
４
千
人
。

広
大
な
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
８
万

５
千
人
収
容
の

　
米
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン

カ
ー
ン
校
（
Ｕ
Ｎ
Ｌ
）
と
の

国
際
交
流
協
定
締
結
30
周
年

を
記
念
し
た
式
典
と
講
演
会

が
12
月
７
、
８
の
両
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

た
。
同
大
経
済
学
科
長
の
ス

コ
ッ
ト
・
Ｍ
・
フ
ュ
ー
ス
教

授
が
来
学
、
矢
野
建
一
学
長

と
今
後
の
さ
ら
な
る
協
力
を

誓
っ
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｌ
は
本
学
２
番
目
の

協
定
校
で
１
９
８
５
年
10
月

に
協
定
を
結
ん
だ
。
こ
れ
ま

で
に
本
学
か
ら
学
生
延
べ
６

６
２
人
を
派
遣
、
Ｕ
Ｎ
Ｌ
か

ら
延
べ
３
１
３
人
を
受
け
入

れ
た
。
ほ
か
に
教
員
間
の
共

同
研
究
や
海
外
客
員
教
授
、

国
際
交
流
事
務
課
へ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

な
ど
、
活
発
な
交
流
が
続
い

て
い
る
。

　
７
日
の
記
念
式
典
で
は
、

学
生
間
交
流
協
定
書
の
更
新

調
印
を
行
っ
た
。
矢
野
学
長

が
「
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
は
専
大

の
古
い
友
達
。
今
後
も
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び

掛
け
、
フ
ュ
ー
ス
教
授
が

「
専
大
の
創
立
者
も
異
文
化

理
解
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

い
た
。
相
互
交
流
を
積
み
重

ね
て
き
た
が
、
今
後
と
も
き

ず
な
を
強
く
し
て
い
き
た

い
」
と
応
え
た
。
２
人
は
協

定
書
に
調
印
し
、
固
い
握
手

を
交
わ
し
た
。◇

　
フ
ュ
ー
ス
教
授
は
翌
８

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
日
米
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
関

係
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
学

生
約
60
人
が
聴
講
し
た
。

　
同
教
授
は
経
済
、
政
治
な

ど
を
切
り
口
に
、
米
国
、
日

本
、
中
国
、
韓
国
の
各
国
が

相
手
方
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
意
識
や
信
頼
感
を
持
っ
て

い
る
か
を
綿
密
な
統
計
に
基

づ
い
て
語
っ
た
。
さ
ら
に
日

本
と
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
か
を
探
っ
た
。

　
講
演
を
聴
い
た
佐
野
雅
也

さ
ん
（
商
４
）
は
「
分
か
り

や
す
い
英
語
で
こ
ち
ら
に
問

い
か
け
て
く
る
よ
う
な
講
演

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
な
ど
に
よ
る
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
で
『
世
界
は
つ
な

が
っ
て
い
る
』
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
た
」
と
話
し
た
。

　
終
了
後
、
フ
ュ
ー
ス
教
授

は
開
講
中
の
Ｂ
Ｃ
Ｌ
プ
ロ
グ

ラ
ム
受
講
生
や
専
大
生
ら
と

の
交
歓
会
に
参
加
し
た
。

　
専
修
大
学
は
ベ
ト
ナ
ム
の

国
民
経
済
大
学
（
チ
ャ
ン
・

ト
・
ダ
ッ
ト
学
長
、
ハ
ノ
イ

市
）
と
12
月
９
日
、
国
際
交

流
協
定
を
結
ん
だ
。
本
学
商

学
研
究
所
と
同
大
学
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
と
は
２
０
１
１

年
に
国
際
交
流
組
織
間
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
大
学
間
協

定
に
発
展
し
た
。
経
済
発
展

が
著
し
く
、
親
日
的
な
ベ
ト

ナ
ム
と
メ
コ
ン
地
域
を
舞
台

に
し
た
企
業
の
研
究
を
深
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な

学
生
間
交
流
が
期
待
さ
れ

る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
の
大
学
間
協
定

は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ

ノ
イ
人
文
社
会
科
学
大
学
に

次
い
で
２
校
目
。
国
際
交
流

協
定
校
は
17
カ
国
・
地
域
22

大
学
と
な
っ
た
。

　
国
民
経
済
大
学
は
、
１
９

５
６
年
創
立
。
ベ
ト
ナ
ム
の

経
済
学
、
経
営
管
理
、
ビ
ジ

ネ
ス
分
野
に
お
い
て
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
大
学
で
、
同
国
の

市
場
経
済
化
に
即
し
た
人
材

の
育
成
を
担
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ハ
ノ
イ
市

中
心
部
に
あ
り
、
学
生
約
５

万
人
、
教
員
約
１
２
０
０

人
。
商
学
部
、
国
際
教
育
学

部
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学

部
、
銀
行
金
融
学
部
、
法
学

部
、
外
国
語
学
部
な
ど
15
学

部
を
擁
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
な
ど
の
大
学
院
、
研
究

所
が
あ
る
。
卒
業
生
は
政
府

機
関
職
員
、
企
業
の
経
営
幹

部
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
同
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
と
は
本
学
商
学
研
究
所
の

ほ
か
に
も
、
本
学
社
会
知
性

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（「
ア
ジ
ア
諸
国

の
産
業
発
展
と
中
小
企
業
」

「
メ
コ
ン
諸
国
に
お
け
る
経

済
統
合
の
中
小
企
業
へ
の
影

響
に
つ
い
て
の
研
究
」）
な

ど
を
通
じ
、
活
発
な
研
究
交

流
を
行
っ
て
き
た
。

　
人
口
増
加
や
都
市
機
能
整

備
に
よ
り
経
済
発
展
が
注
目

さ
れ
る
メ
コ
ン
地
域
。
そ
の

地
域
を
舞
台
に
研
究
を
進
め

て
き
た
小
林
守
商
学
部
教
授

（
国
際
経
営
）
は
「
ベ
ト
ナ

ム
は
メ
コ
ン
地
域
の
中
核

国
。
ハ
ノ
イ
、
ダ
ナ
ン
、
ホ

ー
チ
ミ
ン
な
ど
の
都
市
は
中

国
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

と
の
国
境
を
越
え
て
人
材
、

物
資
、
資
金
が
行
き
交
う
経

済
回
廊
の
起
終
地
と
な
っ
て

い
る
」
と
同
大
学
と
研
究
・

教
育
交
流
を
深
め
る
重
要
性

を
強
調
し
、「
15
年
12
月
末

に
Ａ
Ｅ
Ｃ
（
ア
セ
ア
ン
経
済

共
同
体
）
が
発
足
し
巨
大
市

場
が
誕
生
し
た
。
こ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
今
回
の
交
流
協

定
締
結
は
喜
ば
し
い
」
と
話

す
。

ベトナム・国民経済大と国際交流協定

メコン地域の研究深化

▼　国民経済大学のキャンパス

▶
　
２
０
１
５
年
９
月
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
国
民
経
済
大

副
学
長
（
中
央
）
が
参
加

　
佐
々
木
貴
広
さ
ん
（
平
10

文
）
１
９
９
６
年
度
長
期
交

換
留
学
生

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州

リ
ン
カ
ー
ン
市
在
住

　
１
年
間
の
長
期
交
換
留
学

を
経
て
専
大
で
教
職
課
程
を

取
っ
た
後
、
も
う
一
度
Ｕ
Ｎ

Ｌ
に
戻
り
、

そ
の
ま
ま
現

地
で
就
職
し

ま
し
た
。
一

時
帰
国
し
た
時
に
い
つ
も
聞

か
れ
る
の
が
「
な
ん
で
ネ
ブ

ラ
ス
カ
な
の
？
」。答
え
は
決

ま
っ
て
い
ま
す
。「
ネ
ブ
ラ
ス

カ
の
人
々
と
広
い
空
と
気
候

が
自
分
に
合
っ
て
い
た
」
か

ら
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
校

の
協
定
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
人
生
の
選
択
は
あ
り

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
30

年
間
の
両
校
の
歴
史
に
、
ど

れ
だ
け
多
く
の
方
々
の
尽
力

国際交流協定書の更新調印

さらなる発展誓う

ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
リ
ン
カ
ー
ン
校
と
交
流
30
周
年

▲　記念式典で更新調印を交わした

矢野学長（左）とフュース教授

▶
　
広
大
な
Ｕ
Ｎ
Ｌ
キ
ャ
ン
パ
ス

　
１
９
８
７
年
の
日
本
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
写
真

）。
Ｕ
Ｎ
Ｌ
か
ら
は
15
人
が
来

日
。
２
０
１
５
年
11
月
、
Ｕ
Ｎ

Ｌ
で
30
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ

た
。
前
列
の
５
人
は
87
年
の
留
学

生
（
同

）。

大
学
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
応
援
に
感
激

01
年
に
遠
征
　
全
学
応
援
団
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

が
あ
っ
た
か
想
像
す
る
と
、

感
謝
の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
自
分
も
関

わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
石
倉
友
美
さ
ん
（
平
16

文
）
２
０
０
２
〜
04
年
Ｒ
Ａ

Ｕ
Ｎ
Ｌ
留
学
生
と
結
婚
し

同
市
在
住

　
専
大
の
国
際
交
流
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
夫
は
当
時
Ｕ
Ｎ
Ｌ
か
ら

の
短
期
留
学
生
で
し
た
。
夫

に
よ
る
と
、
国
際
色
豊
か
で

楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん

で
き
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て

「
９
号
館
の
学
食
が
お
い
し

い
！
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｎ
Ｌ
の
あ
る
ネ
ブ
ラ
ス
カ

は
、
米
国
の
中
で
も
か
な
り

治
安
が
良
い
地
域
で
す
。
冬

は
寒
い
の
で
す
が
、
人
々
は

心
温
か
く
、
と
て
も
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
す
。
学
生
の
皆
さ

ん
も
、
ぜ
ひ
国
際
交
流
を
通

じ
て
、
生
涯
に
わ
た
る
友
情

を
育
み
、
素
敵
な
思
い
出
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
小
倉
な
つ
み
さ
ん
（
平
17

経
営
）
04
、
05
年
Ｒ
Ａ

Ｕ

Ｎ
Ｌ
留
学
生
と
結
婚
し
同
州

オ
マ
ハ
市
在
住

　
専
大
で
の
国
際
交
流
で
人

生
の
視
野
が
と
て
も
広
が
り

ま
し
た
。
夫
は
「My 

time 

at 
Senshu 

is 
amongst 

the top of my favorite 

life experiences

」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
専
大
は
海
外

の
大
学
と
の

協
定
が
充
実

し
て
い
る
の

で
国
際
的
な

視
野
を
身
に
つ
け
る
に
は
恵

ま
れ
た
環
境
で
す
。
ネ
ブ
ラ

ス
カ
州
は
米Fortune500

の

本
社
が
４
つ
あ
り
、
米
国
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
体
験
す
る
機
会

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
大

都
市
に
比
べ
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会

に
い
ろ
い
ろ
知
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
や
劇
場
、

歴
史
民
族
博
物
館
が
あ
る
。

◇

メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

◀1987年

◀2015年

▲　ＲＡ時代の石倉

さん（左）

▲
　
赤
に
染
ま
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム

で
演
技
を
披
露
し
た
専
大
チ

ア

２
０
０
１
年
９
月

アメリカ


